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監査結果報告書 

 

第１ 監査の種類 

   地方自治法第１９９条第１項及び第４項の規定による監査 

なお、本監査は大阪狭山市監査基準に準拠して実施した。 

 

第２ 監査の対象 

 １ 対象グループ 

⑴財政グループ 

・基金積立金 

・特別会計繰出金（池尻財産区特別会計） 

・特別会計繰出金（茱萸木財産区特別会計） 

・庁舎管理事業 

・共済事務事業 

・公有財産管理事業 

・財政管理事業 

・地方公会計整備事業 

・公用車管理事業 

・特別会計繰出金（国民健康保険特別会計） 

・特別会計繰出金（介護保険特別会計） 

・特別会計繰出金（後期高齢者医療特別会計） 

・水道事業会計繰出金 

・下水道事業会計繰出金 

・元金償還金（公債費） 

・利子償還金（公債費） 

・予備費 

・一般管理事業（池尻財産区特別会計） 

・一般管理事業（半田財産区特別会計） 

・一般管理事業（東野財産区特別会計） 

・一般管理事業（今熊財産区特別会計） 

・一般管理事業（岩室財産区特別会計） 

・一般管理事業（茱萸木財産区特別会計） 

 

  ⑵税務グループ 

・税務管理事業 

・市民税賦課・課税事業 

・諸税賦課・課税事業 

  ・固定資産税賦課事業 

  ・市税徴収事業 

・納税奨励事業 



  ⑶債権管理グループ 

・滞納債権管理事業 

 

２ 対象事務 

   令和２年４月１日から令和２年９月３０日まで（必要に応じて令和元年度を含む。）

に執行された財務に関する事務 

 

第３ 監査の着眼点 

   大阪狭山市監査基準及び大阪狭山市監査実施要領に基づき、不正、不適切な事務処理

等の予防、発見、修正という合規性に主眼を置き、財務に関する事務が適正かつ効果的

に執行されているかを着眼点として実施した。 

 

第４ 監査の実施内容 

   当該財務事務の執行に係る関係書類及び関係帳票の提出を求めこれを閲覧、帳簿突合

等を行うとともに、担当職員からの聞き取り、質疑を加える等の方法で実施するととも

に切手の出納事務等については実査を行った。 

また、調査票により情報収集を行った当該財務事務の内部統制の整備及び運用状況に

より、監査対象のリスクの内容及び程度を検討のうえリスクの識別を行い、事故等の発

生する可能性が高い事務事業に重点を置いた監査を実施した。 

 

第５ 実施場所及び日程 

   大阪狭山市役所庁舎内において令和２年１０月６日から令和２年１０月２３日まで

実施した。 

 

第６ 監査の結果 

財務に関する事務は関係法令等に従い、概ね適正に執行されているものと認められた。 

今後も引き続き適正な事務の執行に努められたい。 

 


